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ドレスト光子 (Dressed Photon）[4]の概念は、ナノスケールにおける光と物質の相互作用におけ

る興味深い性質を発見・理解するために大きな役割を果たしてきたとともに、量子場の「オフシェ

ル」的な側面に焦点化する科学＝「オフシェル科学」への入り口としても捉えられる。こうした

「オフシェル科学」においては、物理学および一般的な工学における基本概念についての再吟味が

必要となってくる。なかでも、通常の物理学・工学においてはあたかも自明「かのように」扱わ

れることの多い「状態」の概念や、動力学の捉え方を再検討する必要に迫られてくるのである。

本講演では、状態を「系と環境のインターフェイス」として捉えるべきとする小嶋泉の洞察（例

えば [5]など）および量子確率論（Quantum Probability,コルモゴロフが定式化した確率論 [2]と量

子論の双方をその一部として包含する「一般化された確率論」の枠組み)[1, 3]の定式化に基づき

ながら、系と環境の「合成系」に対する「メタ環境」まで考察することによって、オフシェル科学

に柔軟に適用可能となる動力学の枠組み＝「モビリティの圏」を導入する。ここで圏とは、簡単

に言えば「互いに合成可能な矢印のシステム」であり、その「矢印」＝「射」として「状態遷移」

を考えたものがモビリティの圏である。

モビリティの圏の概念はもともと [6]において、「ソフトロボット」の基盤理論を与えるために

導入されたものであるが、オフシェル科学の基礎付けにも用いることができることが次第に見え

てきた。本講演においては、この一般的な概念をドレスト光子の実例に則しながら紹介する。
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